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〈大
分
支
部
〉

お
お
い
た
留
学
生

人
材
情
報
バ
ン
ク
に
つ
い
て

大
分
県
内
の
大
学
で
学
ぶ
留
学
生
数
は
、
現
在
世
界
八
三
か
国

・

地
域
か
ら
約
二
八
○
○
名
と
な
り
、
対
人
口
比
で
東
京
都
に
次
ぐ
全

国
第
二
位
と
な
っ
て
い
る
。
大
分
県
で
は
、
留
学
生
を
貴
重
な
人
的

資
源

と
し
て
位
置
づ
け
、
留
学
生
の
力
を
地
域
活
動
に
導
入
し
、

様
々
な
分
野
に
新
し
い
活
力
を
注
ぎ
な
が
ら
、
国
際
性
溢
れ
る
学
校

教
育
や
国
際
競
争
力
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
、
さ
ら
に
は
グ
ロ
ー

バ
ル
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
県
の
重
点
施

策
と
し
て
い
る
。

大
分
県
で
は
、
平
成

一
六
年

一
〇
月
、
県
内
の
八
大
学
等
、
関
係

自
治
体
、
経
済
団
体
等
が
主
体
と
な
り
、
N
P
O
法
人

「大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
お
お
い
た
」
が
設
立
さ
れ
、
大
学
間
相
互
の
連
携
を
強

化
し
、
大
学
連
合
体
と
し
て
の
発
展
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
当
面
は
留
学
生
関
連
施
策
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
産
官
学
地

連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。
留
学
生
関
連
施
策

の
主
力
事
業
が

「
お
お
い
た
留
学
生
人
材
情
報
バ
ン
ク

(通
称
：

)」
で
あ
る
。

A
c
t
i
v
e
-
N
e
t

は
、
留
学
生
と
、
留
学
生
の
能
力
を
活
用
し
た
い
県

民

(活
用
者
)
と
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
結
び
つ
け
る
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
イ
ト
で
あ
る
。
留
学
生
は
出
身
地

・
言
語
能
力

・
専
攻

・
自
己

P
R
等
の
基
礎
情
報
を
登
録
し
、
活
用
者
は
業
種

・
活
動
内
容
等
の

基
礎
情
報
を
登
録
す
る
。
な
お
、
留
学
生
の
初
期
登
録
の
際
に
は
、

大
学
の
担
当
職
員
が
個
別
に
学
籍
や
資
格
外
活
動
許
可
書
取
得
の
確

認
等
を
行

っ
た
上
で
登
録
承
認
を
行
い
、
活
用
者
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
務
局
側
で
、
電
話
や
面
接
等
に
よ
り
、
適
性
を
審

査
し
た
上
で
登
録
承
認
し
て
い
る
。

承
認
さ
れ
た
活
用
者
は
、
留
学
生
向
け
に
随
時

「活
用
募
集
情
報
」

を
入
力
し
、
登
録
留
学
生
は
い
つ
で
も
募
集
情
報
を
閲
覧
し
、
興
味

の
あ
る
募
集
情
報
が
あ
れ
ば
、
応
募
入
力
を
す
る
し
く
み
で
あ
る
。

ま
た
、
活
用
者
は
、
学
生
を
大
学
別
、
国
籍
別
、
言
語
能
力
別
等
の

条
件
を
設
定
し
て
検
索
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
条
件
に
合
う
学

生
に
直
接
メ
ー
ル

(誘
引
)
を
送
信
す
る
機
能
も
あ
る
。
こ
れ
ら

一

連
の
機
能
と
手
続
き
は
、
全
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ
る
。

(参
照
U

の
利
用
者
を
増
や
し
、
本
事
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
活
用
者
に
対
し
て
は
、
留
学
生
の

活
用
後
に

「活
用
奨
励
費
」
(留
学
生
の
活
用
参
加

へ
の
交
通
費
相
当

額
)
を
支
払

っ
て
い
る
。
留
学
生
に
対
し
て
は
、
活
用
参
加
ご
と
に

「キ
ャ
リ
ア
ポ
イ
ン
ト
」
を
発
行
し
、
こ
れ
は
大
分
県
が
行
う
留
学
生

奨
学
金

(毎
年

一
五
〇
名
に

一
年
間
三
〇
万
円
を
給
付
)
選
考
時
の

優
先
条
件
と
し
て
い
る
。

事
業
開
始
か
ら

一
年
が
経
過
す
る
現
在
の
運
営
状
況
は
、
留
学
生

の
登
録
者
数
が
約
八
○
○
名
、
活
用
者
が

一
一
七
団
体
、
A
c
t
i
v
e
-
N
e
t

を
通
し
た
活
用
事
例
が
延
べ

一
六
二
件
と
な

っ
て
い
る
。
主
な
留
学

生
活
用
事
例
と
し
て
は
、
小
中
学
校
で
の
国
際
理
解
授
業

へ
の
派
遣
、

語
学
教
室
の
講
師
、
地
域
交
流
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等
で
あ

る
が
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
県
内
企
業
に
よ
る
貿
易
や
海
外

取
引
活
動

へ
の
活
用
で
あ
る
。

日
本
企
業

へ
の
就
職
を
希
望
す
る
留
学
生
が
国
内
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
希
望
し
て
も
、
参
加
で
き
る
機
会
が
少
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
が
、
「大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
お
お
い
た
」
で
は
、

に
よ
る
留
学
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
を
通
じ
て
、
留
学
生
が
日
本
企

業
を
知
る
、
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
習
慣
や
経
営
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と

位
置
づ
け
、
大
分
県
や
J
E
T
R
O
と
も
連
携
し
な
が
ら
積
極
的
に

推
進
し
て
い
る
。

九
州
で
は
、
中
国
を
中
心
に
東
ア
ジ
ア
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
が
官

民
あ
げ
て
強
化
、
促
進
さ
れ
て
お
り
、
大
分
県
内
企
業
で
も
ア
ジ
ア

企
業
と
の
交
流
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
具
体
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
活
用
事
例
と
し
て
は
、
商
談
資
料
の
翻
訳
、
貿
易
活
動
で
の

通
訳
が
多
い
が
、
こ
の
夏
休
み
に
は
、
海
外
で
の
商
談
へ
留
学
生
を

同
行
す
る
ケ
ー
ス
が
数
件
出
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
企
業

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
単
な
る
通
訳
に
止
ま
ら
ず
、

現
地
の
事
情
や
習
慣
を
考
慮
し
な
が
ら
、
現
地
で
の
移
動
や
調
査
活

動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
担

っ
て
く
れ
た
等
、
予
想
以
上
に
高
い
信

頼
と
評
価
を
得
て
い
る
。

あ
る
企
業
で
は
、
上
海

へ
同
行
し
た
中
国
の
代
表
的
企
業
と
の
商

談
が
成
立
し
、

一
一
月
の
現
地
施
工
の
際
に
も
こ
の
学
生
を
同
行
す

る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
日
本
企
業
が
実
際
に
行
う
ビ
ジ
ネ
ス

活
動
で
、
自
分
の
能
力
を
認
め
て
も
ら
い
、
高

い
信
頼
と
評
価
を
得

た
学
生
達
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
ま
っ
て
お
り
、
今
後
の
留
学
生

活
へ
の
好
影
響
が
期
待
さ
れ
る
。

高
度
な
活
用
事
例
も
出
て
き
て
い
る
本
事
業
で
あ
る
が
、
県
内
の

全
留
学
生
数
か
ら
み
る
と
、
現
在
の
登
録

・
利
用
数
は
ま
だ
少
な
い

と
考
え
て
い
る
。
各
大
学
や
日
本
学
生
支
援
機
構
大
分
支
部
と
も
密

接
に
連
携
し
な
が
ら
、
留
学
生
に

を
普
及
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
県
内
企
業
の
登
録

・
活
用
の
拡
大
も
課
題
で

あ
り
、
「大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
お
お
い
た
」
で
は
、
こ
れ
を
留
学
生

の
就
職
支
援
策
の

一
つ
と
し
て
、
増
加
し
て
い
る
大
分
県
や
J
E
T

R
O
に
よ
る
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
の
機
会
を
通
じ
て
、
留

学
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
を
促
進
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

活
動
が
、
産
業
界
に
お
い
て
も
県
内
で
生
活
す
る
留
学
生
へ
の
理
解

を
深
め
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
活
動
や
各
種
の
経
済
支
援
制
度
等
、
留
学

生
関
連
施
策
全
般
の
展
開
に
も
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。


